
ペリネイタル・ロスのケアをサポート

ペリネイタル・ロスの場面で、悲しみを支えるサポート製品として提案いたします。

◆悲しみのそばで（冊子）

◆天使キット（冊子「悲しみのそばで」付ケアキット）

１冊　特別販売価格　700円（税込み）

＊定価　1,000円（税込み）

※下記発送費を別途申し受けます。

※冊子代金と下記送料を合算にてご請求させて頂きます。

ペリネイタル・ロスに関するお問い合わせは、下記の各営業所までご連絡ください。

ご注文数

１冊

２～４冊

５～９冊

１０冊以上

１４０円

２４０円

３５０円

送料サービス

＜内 容＞

・衣類セット

・布団セット

・メモリアルアルバム

　　　　天使キット用

・悲しみのそばで（冊子）

・臍帯箱 絆 乾燥剤薬包紙入

・メモリアルボックス（化繊）

・天使のはがき

・メッセージカード

・ぬいぐるみ

・不織布バッグ

１セット

１セット

１冊

１冊

１個

１個

１枚

１枚

１袋

１枚

送 料（税込）



「天使キットのご説明」 

 

＜体験者の方へ＞ 

心を込めて 

    天使キットは、お母さまとそのご家族に、大切な赤ちゃんとの思い出を残していただきたい願い

を込めて作りました。 

 

天使キットの中には、メモリーボックス、お布団、冊子「悲しみのそばで」が入っています。 

  ■メモリーボックス（以下のものが入っています） 

・足型・手型をとるためのキット 

・ぬいぐるみ：以前にお子様を亡くされたお母さまたちからの手作りの贈り物です。 

・臍の緒の箱 

・爪や髪の毛を入れられる小さい袋 

・赤ちゃんの衣類 

・セレモニーカード：お母さまのお気持ちを友人などに伝える時に使うことができます。 

     インターネットからダウンロードできます（4種類） 

     ＵＲＬ：http://plaza.umin.ac.jp/artemis/rcdnp/tenshi/ceremoneycard.html 

  ■お布団 

  ■冊子「悲しみのそばで」 

 

それぞれの使い方についてわからないことや疑問などがありましたら、天使キットをお届けした

助産師・看護師に、ご遠慮なくご相談ください。 

 

赤ちゃんの思い出の品を残すことができます。 

  赤ちゃんの遺品は、赤ちゃんが確かにいたことの証となるもので、のちに、大切な宝物となった

と思われるご家族が多くいらっしゃいます。髪の毛、足型、手型、臍の緒や爪や髪の毛など、残せ

るものをメモリーボックスに入れて残してみませんか？ 

助産師や看護師はこうした思い出の品を残すお手伝いを行うこともできます。 

また、ご希望に応じてお母様とお父様が助産師や看護師と一緒に行うこともできます。 

あとでそのひと時が、赤ちゃんと過ごしたかけがえのない時として思い出されることでしょう。 

   

直後には、写真や、また赤ちゃんの思い出の品を残しておくことを辛いと感じることがあります。

けれどあとで気持ちが変わるかもしれません。今は手にすることや、見ることが辛くても、残し     

ておけばよかったと、後になって残念な思いをすることがないように、できるだけいろいろなもの

をとっておかれることをお勧めします。ご自分達でするのが難しい場合には、助産師や看護師に頼

んでメモリーボックスの中にしまっておいてもらうとよいでしょう。写真は一定期間病院でお預か

りすることもできる場合があります。 

 

＊赤ちゃんの写真を飾りたい方へ～  

メモリーボックスの扉の窓枠には、赤ちゃんの写真を飾ることができます。 

 

 
 

※思い出を残すことについて、詳しくは冊子「悲しみのそばで」ｐ８の「赤ちゃんへの贈り物」の

項を是非ご参照ください。 



 
「天使キットの使い方」 

 
＜医療者の方へ＞ 
天使キットは、ご家族とお子様との思い出づくりを支えることを目的につくられたものです。お母様をはじめご家

族に思い出づくりの選択肢を説明しながら、ご希望に沿って思い出をつくることができるようお役立てください。 
 
■天使キットの内容 

入っているもの 使い方 

 

祭壇は、すぐに用意ができない場合もあります。 

メモリーボックスは扉を開けて箱を立てると、祭壇 

の代わりとして使うこともできます（右図）。 

お子様のコーナーを作り、そこにメモリーボックス 

を置いて、写真とお話しをするなど、思い出を語る場 

所としても使っていただけます。 

 

小さなお子様用のお布団です。綿が入っています。 

 

小さなお子様のお洋服は既存のものがなく、そのことがお母様の悲しみを強め

てしまうことがあります。1 枚はお母様やご家族と過ごす期間用に、1 枚はお空

に還すとき用に、是非お役立てください。   

メモリーボックス 

お布団 

もしお子様が大きい場合には、お母様たちがご用意されているものがあるでし

ょう。そのときは、この衣類は箱から除いてください。 
小さなお子様用の衣類2枚  

 

以前に、お子様を亡くされたお母様たちからの手作りの贈り物です。1 つはお

子様と一緒に、もう1つはお母様が思い出として取っておくこともできます。 

ぬいぐるみ2つ 

 

臍の緒を残すために用います。ビニールの小袋は爪や髪の毛を入れるために用

います。 

 

お子様の手型、足型を残します。 

手形･足型ｷｯﾄ 

桐の小箱と小袋 



 

 

悲しい出来事を友人などに伝えるときに役立ちます。カードは、他にも3種類

あります。 

セレモニーカードはこちらからダウンロードしてください。 

http://plaza.umin.ac.jp/artemis/rcdnp/tenshi/ceremoneycard.html 

ｾﾚﾓﾆｰｶｰﾄ  ゙

 

 産後の過ごし方や気持ちの変化、供養のことなど、お子様を亡くされた直後か

ら1年後くらいまでの間に役立つ情報がたくさん書かれています。是非、お母様

にお渡しください。 

 天使キットの説明の際にも役立ちます。 

小冊子｢悲しみのそばで｣ 

 

■赤ちゃんの思い出の品を残すこと 

 １．赤ちゃんの遺品は赤ちゃんが確かにいたことの証となるもので、ご家族にとっては大きな宝物となります。お

母さまの状態をみながら「一緒にやりましょう」と声をかけてみましょう。一緒にやるという行為そのものが、

お母さまやお父さまにとって大切な思い出となります。 

最初はいらないと思うお母さまも、あとで気持ちが変わることがあります。そのためのちに後悔する方も多く

いらっしゃいます。 

 

２．メッセージカードを作りましょう。カードにスタッフの署名をし、もし伝えたいメッセージが他にあれば記入

します。封筒には、お母さまやご家族の名前、また赤ちゃんの名前（決まっている場合）を記入してください。 

 

３．記念の品で一杯になった思い出の箱に、メッセージカードを添えます。 

 

４．リボンを蝶結びにし、「悲しみのそばで」とともにお産後のお母さんやご家族にお渡しします。 

 

〔関わる際の注意〕 

 １．ゆっくり関わることの必要性 

すぐに決断することが難しい事柄ですので、ゆっくり時間をかけて対応することが必要です。 

 

２．赤ちゃんをお名前で呼ぶことの意味 

赤ちゃんにお名前がついていたら、赤ちゃんをお名前で呼びましょう。名前をつけることは、赤ちゃんがお二

人の子どもとして、これからをともに生きていくのに大きな意味があります。ためらいを示すお母さまやお父さ

まには、このことを伝えてみてください。 

 

 ３．写真をいらないと言われた場合の対応 

ご両親をはじめご家族によっては、直後には写真をいらないという方もいらっしゃいますが、のちに欲しくな

る場合もあります。そのときは写真を窓枠に入れず、説明をしたうえで、封筒に入れて、メモリーボックスの中

にしまっておくこともできます。もし持ち帰るのがつらい様子でしたら、一定期間病院でお預かりできることを

説明し、カルテなどに保存しておきましょう。そして、いつでも取りに来てよいことをお伝えください。 
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